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研究成果の概要（和文）：高齢者の重大疾病発症予防対策の一つとして、事故調査、健康起因事故データベース
の構築、事故を起こしたドライバーの予兆行動の分析を行い、以下（１）～（３）に示す知見および成果が得ら
れた。
（１）検察庁より入手した調書等には治療や投薬などの情報が含まれており、健康起因事故の実態把握に有効で
あることが明らかとなった。（２）米国交通事故データベースを参考に治療歴等を追加した「健康起因事故デー
タベース」を構築した。（３）てんかん症と思われる事例等に対して事故のミクロ分析を行った結果、健康起因
事故データベースにおける事故前後の行動状況や病歴の項目が健康起因事故の予兆を捉えるのに有効であること
が確認された。

研究成果の概要（英文）：As one of the measures to prevent the onset of serious illness in the 
elderly, we conducted investigation on past accidents, constructed a health-related accident 
database, and analyzed the predictive behaviors of driver who caused the accident. Thus the 
following results has been acquired.
 (1) The records etc. obtained from the Public Prosecutor's Office contain information on treatment 
and dosage. It was clarified that those records are effective for grasping the actual situations of 
health-related accidents. (2) Based on the US traffic accident database(NASS-CDS), "health-related 
accident database" was constructed with adding items of treatment history and information on living 
conditions and personal characteristics etc. (3) As a result of the micro-analysis on accidents 
caused by drivers who seem to have epilepsy, it was confirmed that the behaviors before and after 
the accident, and the medical history items are effective for capturing the signs of a 
health-related accident. 

研究分野： 社会システム工学・安全システム；医工学；福祉工学；法科学；人間工学；交通科学

キーワード： 健康起因事故　高齢者QOL　交通事故解析　交通事故データベース　運転支援技術　ヘルスモニタリング

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
交通事故の裁判資料から健康起因事故の予兆分析に有用と思われるデータを抽出して健康起因事故データベース
を構築し、疾病に起因すると思われる事故のミクロ分析を行った。その結果、事故統計などの既存のデータから
は入手不可能な通院歴、投薬の状況といった情報を加えた分析をすることが可能となった。構築した健康起因事
故データベースは高齢ドライバー事故を未然に防ぐだけでなく、高齢者の重大疾病発症予防対策に応用できるも
のと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年、てんかん症を始めとした運転者の体調の急変から重大事故へと繋がる事件（以下、健康

起因事故）が社会問題化している。タクシー等事業用車両の重大事故調査（国土交通省）では平
成２４年に発生した５３６６ 件の事故のうち１４０ 件（２．６％）が健康起因事故とされてお
り、交通事故統計（警察庁）では事業用・自家用の区別なく全運転者を対象に発作・発病に起因
した交通事故の調査を行っている。しかし、フィンランドでは健康起因事故は交通事故全体の約
１０％を占めるとの調査結果があり、日本においても救急救命の現場から１５％であるとの指
摘がなされている。そのような中、国土交通省が推進している第５期先進安全自動車推進計画で
はドライバー異常時対応システムが掲げられているが、行政が健康起因事故の発生状況を十分
に把握できないためにデータが十分に集まらず、健康起因事故に対応したドライバー異常時対
応システムの開発が思うように進んでいない。また、それらのデータの集積と分析を行うことが
できれば、ドライバーに限らず、高齢者の日常行動から重大疾病の予兆を発見し、未然に防ぐこ
とを可能にするシステムの開発も可能となる。 
 
２．研究の目的 
高齢者における重大疾病発症の予防対策の一つとして、健康起因事故データベースの構築を

行い、健康起因事故を起こした高齢者の予兆行動を詳細に分析することで、高齢者の生活行動か
ら健康リスクを的確に予測可能なシステムの開発を当研究チームの最終目標とする。 
本研究では 

（1）先進安全自動車への活用を念頭とした健康起因事故の発見率向上のための判断基準の選定 
（2）高齢者の生活行動から健康リスクを的確に予測可能なシステムの開発 
を目的として、交通事故を対象とした健康起因事故データベースの構築を行う。また本データベ
ースを活用して初期的な分析を試みる。本研究終了後は、対象を交通事故から日常生活に拡大し、
日常生活おける予兆行動を早期発見する手法の開発を目指す。 
 
３．研究の方法 
本研究では、まず個々の交通事故について以下（１）～（４）の流れで調査を行う。 

（１）国土交通省「自動車運送事業用自動車事故統計年報」、警察庁「交通事故統計」などから
健康起因事故の発生年・発生場所を把握する。 
（２）発生を把握した事故の中から、法務省「裁判例集」から審理が終了した事故を抽出する。
これらの事故について検察庁で公開されている確定記録に対して閲覧を要求し、交通事故に関
わる各種の資料を入手する。 
（３）健康起因事故では人身事故に至る前に縁石に乗り上げるなど、軽微な事故を短時間に繰り
返すことがある。そのような事故の解析には縁石の高さなど詳細な現地調査が必要となる。その
ため事故状況に応じて一部の事故では事故再現解析に先んじて現地調査を行う。 
（４）交通事故捜査の工学鑑定の手法を用いて、事故時の車両挙動の再現を行う。さらに、医学
的視点として交通事故傷害の記録から、事故時の乗員の姿勢を解析する。また病歴や処方箋から
運転者の病状について把握し、また運転者の供述から体調急変時の状況について把握する。 
 さらに、個々の交通事故の調査結果を俯瞰し、タグ付けの対象や項目について検討する。その
際に既存の医工連携交通事故データベースを参考にする。供述調書などは自筆による自由記述
となるため、書式が一定しない。そのためデータベースでは一次情報である供述調書などを登録
したのちに、データベースの項目に書き写す必要がある。その際に一次情報の記載場所にリンク
を持ち、必要に応じて一次情報に当たれる仕組みが必要である。分析に際してはデータベースを
基に症状別の特徴だけではなく、症状にかかわらずみられる事故の共通部分を分析する。例えば
発症初期の車両の走行軌跡のふらつきや、軽微な接触事故から重大な衝突に至るまでの経緯な
どについて検討する。また、事故時の乗員姿勢について検討し、代表的な姿勢について抽出する。 
 
４．研究成果 
高齢者における重大疾病発症の予防対策の一つとして、①健康起因事故が疑われる事故の調

査、②健康起因事故データベースの構築、③健康起因事故を起こしたドライバーの予兆行動の分
析、を行い、以下（１）～（３）に示す知見および成果が得られた。 
（１）健康起因事故を対象とした裁判において事件の保管記録（警察および検察の捜査資料）を
入手した。閲覧時の保管記録は個人情報に係る文章や写真は保管検察官により消去されており、
個人情報保護が施された状態であった。表１に主な記録の概要と得られた情報を示す。治療履歴
や運転者の投薬に対する態度など多くの情報が含まれており、健康起因事故の実態把握に非常
に有用と考えられる。これらの情報は交通事故統計などからは把握が困難であり、本調査の独自
性を示すものである。 
 
 
 
 
 



表１ 保管記録の内容 
記録の内容 根拠 文書名 

運転者の事故時の自覚症
状 

運転者の証言 供述調書 

運転者の事故直後の状態 目撃者の証言 供述調書 
運転者の事故前の行動 
事故当日の服薬状況 

運転者の証言 供述調書 

既往症の治療状況 
カルテ 
処方箋 

捜査事項照会
回答書 
捜査報告書 

運転者の日常生活 
運転者の日常の服薬状況 

運転者の証言 
自宅から押収
した内服薬 

供述調書 
捜査報告書 

事故直後の薬物の血中濃
度 

治療記録 捜査報告書 

事故状況 
写真 
現場見取り図 

実況見分調書 

車種 自動車検査証 捜査報告書 

車両の破損状態 
写真 
見取り図 

検証調書 
捜査報告書 

事故時の車両挙動 実況見分調書 
EDR 

鑑定書 

 
（２）米国の交通事故データベース NASS—CDS を参考にし、健康起因事故データベースを作成し
た。なお、作製した健康起因事故データベースでは、NASS-CDS の登録項目に運転者の詳細なデ
ータ（健康や職業等）を新たな項目として追加した。主な追加項目と元になる資料を表２に、
NASS-CDS の項目と健康起因事故データベースの項目の比較を図 1に示す。なお、NASS-CDS には
WinSMASH（交通事故解析ソフト）のデータが含まれており、衝突時の車両速度変化等の詳細な推
定が可能であるが、健康起因事故データベースでは PC-Crash（交通事故解析ソフト）を用いて
科学警察研究所が行った詳細な交通事故再現データを含めることとした。PC-Crash による交通
事故再現の例を図 2に示す。 
 

表２ データベースへの主な追加項目と元になる資料 

主な追加項目 元になる資料 

運転当時の運転者の行動 供述調書 

事故当時の車両の走行軌跡 実況見分調書 

事故時の運転者の痙攣状況 供述調書 

常備薬 処方箋 

事故直後の血中薬物濃度 捜査事項照会 
 

図 1 NASS-CDS と健康起因事故データベースの搭乗員に関する項目の比較 



 

         上方視点                車室内視点 
図２ PC-Crash による交通事故再現状況の例 

 
（３）健康起因事故データベースに登録したデータを用いて、てんかん症およびくも膜下出血の
みられたに事例に対して事故のミクロ分析を行った。以下①、②に特に興味深い事例の詳細を記
載する。 
①事例 1（26歳男性） 
【事故形態】自車両を対向車線に進入させ対向から進行してきた被害車両に衝突 
【健康状態に関する分析】運転者の 26 歳男性は、てんかん症のために通院していた。運転中に
発作を起こすとともに自車両を対向車線に進入させ、対向から進行してきた被害車両に衝突さ
せた。約 1ヶ月前から抗てんかん薬の飲み忘れがあったと証言している。医師によると事故直後
の診察結果では、抗てんかん薬を服用後、血中濃度が治療効果濃度に達せなかったことから発作
直後の症状と認められており、てんかん症が原因である事故の可能性が高いと分析する。 
②事例 2（40代男性） 
【事故形態】高速道路でのトラック同士の追突事故（高速道路上に停車していた） 
【健康状態に関する分析】追突された 40 代男性は外傷性くも膜下出血と診断されているが、
NEXCO 中日本の調書によると 3 車線の中央車線でハザードランプを点滅させ停車していたと報
告されていた。以上より、衝突前に内因性くも膜下出血などの健康障害により運転不能になって
いた可能性が高いものと分析する。しかし衝突前にドライバに体調急変が起きていたことを証
明する情報が警察や検査の資料には存在していない。 
 ①、②の分析から健康起因事故データベースにおける事故前後の行動状況や病歴の項目が健
康起因事故の予兆を捉えるのに有効であることが確認された。一方で、②の事例ではそれらの情
報が警察、検察の作成した資料に存在しなかったため、今後は捜査機関における交通事故調査の
基本項目を増やす必要があると考える。また、実際のミクロ分析を行った結果よりデータベース
の病歴や日常生活に関してより詳細に項目を分ける必要性が生じたため、表３に示すように健
康起因事故データベースへ項目の追加を行った。 
 

表３ 項目の追加を行った搭乗員の健康等に関する情報 
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